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都市的集落の形成

・城下町，陣屋、代官所
…行政拠点 ⇒近代の多くの
自治体の中心集落に連続

・世情の安定の下で，領内の流通経済
が発展 ⇒ 都市的集落が発達
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・鉱山町 … 資源量と経済性
が続く限り繁栄。技術拠点。

・宿場町，港町，市場町
… 交易拠点 ⇒ 交通路・

交通手段の変遷により盛衰
・門前町 … 参詣者の多い
寺社の門前に町場を設置

変容系列

矢守一彦『城下町のかたち』
筑摩書房,1988

・囲郭の設置形態に，
街づくりの思想が表
れる。

・侍屋敷と町人町の
一体化の状況

・城下町の規模に対
応した類型でもある。

防御集落の立地

・戦国期の世情は，環濠・土塁のほか，
険阻な地形を利用した防御機能を備
えた集落を各地に生みだした。
・これらの集落では，平時は麓に居宅
と家臣団を配し，山上に有事に備えた
防御施設を築くのが一般的。

中世の山城
向羽黒山城
（会津本郷）・こうした集落は，防御拠点を示す「館」 ，「要害」，

「寄居」などの地名で呼称される。
・平時の居住地は，城館の「下」にあることを意味
す根小屋，山下，麓etc.と呼ばれる。

・今日の地方町や小都市の中心集落には，中世の防御集落に起源するものが多い。

※北東端の斜面に登り窯を築いて窯元が集まり，
「瀬戸町」と呼ばれるように。

タテ町 から
ヨコ町へ

・タテ町 … 大手門からのびる
大手通りに間口を並べた町

・ヨコ町 … 大手通りに
直交する街路に間口を
並べた町

・タテからヨコに変化
… 大手通りに直交し
て街道を引き入れ

・〇〇通り … 間口の正面
が並んだ通り
・〇〇筋 … 間口の側面
が並んだ通り

・矢守一彦『城下町のかたち』，筑摩書房,1988
・足利健亮『中近世都市の歴史地理』,地人書房, 1984
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仙台城下
の町割
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後藤雄二（1981）

仙台城下の
町割

18世紀初め

愛宕社

榴ケ岡

本丸

大手門

東昌寺↑

中心市街地

八幡社

仙台城下の自然立地

東照宮北山五山

大年寺

鉤取寺

清水小路

清水沼

新田開発
郷士集落

宮城野原
原の町

台の原
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★河原町

・異なる自然条件の地域が特徴的な生業を育み，
補完・交流しあって，仙台の生活を支えてきた。

愛宕社

榴ケ岡

八幡社

城

竜口峡谷

八木山

岩切

国分寺，薬師堂
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佐藤昭典（1994）

水路網

郷六取水口

八幡神社付近

梅田川放流口

http://www.city.sendai.jp/kankyokehatsu/kurashi/machi/kankyohozen/mizukankyo/hakken/index.html

・城下の生活用水は，広瀬川から
引いた四谷用水。

・郷六〜梅田川の幹線水路から，
標高差に従って城全体に導水。

・広瀬川から用水路
（六郷・七郷堀）が開削
されて，仙台平野の新
田開発に活用された。

横尾実,1991,「城下町秋田の
地域形成様式」，東北地理，43

秋田

・1602，佐竹氏，水戸
から移封。
・雄物川氾濫原の丘
に築城（千秋公園）
・旭川の流路と河跡
湖を防御帯に利用。
・南方に盛土して家
臣の屋敷地を造成。
・身分に応じて地盤
高に差

・旭川を隔てた湿地に
町人地を造成。
・その西側と外周の
要地に寺社。
・八橋に日吉神社を
移して門前町
・川尻に港， 総社

盛岡城下町

梅林・阿部（1981） 天文元年（1796）

・南部氏の居城

※南部氏 … 甲斐国南部郷出身の清和源氏
・平泉合戦の功で糠部郡を領する＝南部地方

・戦国期，勢力伸張に
より本拠を三戸から
福岡（二戸），盛岡と
移転

・盛岡城 … 北上川・
中津川合流点付近
の花崗岩台地

菜園

本丸

内丸

本町

呉服町

馬場町

清水町

材木町

岩手大

八幡宮

愛宕山
北山

・大手門 … 本丸の
北側＝三戸の方向

・後に東側＝河港

・中心町場も本町か
ら呉服町へ

http://www.city.morioka.iwate.jp/_res/projects/default_project/_page_/001/009/473/mori-zentai-0.pdf

本丸

二丸

三丸
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会津若松

・明治維新時
・鉄道は今と対
照のため記入

二宮書店『日本地誌4』

・湯川扇状地端の湧水
を利用して堀を開削
・湯川を南の外濠に
・北に寺社と町場を置
いて防御帯に
・武家地を土塁で囲む
・随所に屈曲街路
・南東〜北西の傾斜を
利用した水路網

・14世紀に蘆名氏が築
いた黒川城が前身
・16世紀末に入部した
蒲生氏が大城郭に
・1643，家光の子・保科
氏が信濃から入部

二本松

http://www.nihonmatsu-kanko.jp/?p=672

・1341，奥州探題に任ぜられた
畠山氏が入部し，二本松に改称

・畠山氏7代・満泰が1414
または1441年，築城。
・中世の平山城

・1643，白河小峰城より，丹羽光重
（長秀の孫）が10万700石で入城。

・光重は藩庁として大改修。本丸に
石垣が積まれ、3重天守が築かれた。

・明治維新まで丹羽氏の居城

松本豊寿（1963）

仙台藩の「地方知行制」
と集落配置

※仙台藩の事情
… 小田原攻め後の「奥州仕置」で，
伊達家は，会津・米沢・福島盆地をあ
わせた大領地から，北上川氾濫原の
原野が広がる旧大崎・葛西領に移封。
・家臣団は3.4万人で諸藩で最多。
・城下には収容できず，石高も不足
⇒領地で支給。

★この制度下で，支配拠点（要害，所）と
された集落（右図）の多くは，近代以降，
市町村の中心集落に継承。

・家臣への給付は，コメを与える「蔵米知行」
と，領地で与える「地方（ぢかた）知行」がある。

・中世・戦国期には後者が一般的。

・近世になると，先進地では蔵米知行に移行。

・東北の外様藩では「地方知行」が幕末まで
温存。仙台藩はその典型。

※葛西氏 … 頼朝に従って葛飾郡から胆沢城に進出。後に戦国大名化。秀

吉期に没落。

※津軽の安藤氏のように，頼朝に恭順して伝来の所領を安堵される例も。

近世型城下町の源流 加美町宮崎

・14世紀，木曽源氏系笠原氏が築城
・山上に熊野神社を祀り，その南東
側山腹に防御施設と侍屋敷を配置
・山麓の「麓」が平時集落
・自然の川と崖が要害の役割

・近世期，伊達家臣の石母田氏
・川の南の段丘上に城下町を開く。
・屋敷林のある「小路」が武家地，
その南のメイン街路が「町場」
・宮崎の中心集落として存続
・遠見遮断の屈曲街路

屋敷跡屋敷跡屋敷跡屋敷跡


